
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

13：30 開場・受付開始 

14：00 開会  

主催者挨拶             上野 淳（首都大学東京 学長） 

趣旨説明        内山 朋規（首都大学東京 経営学専攻 教授）                  

14：15 ～ 15：25 講演     金子 久（野村総合研究所 上級研究員） 

「歴史から学ぶ投資信託ビジネス、課題と期待」  

木成 勇介（九州大学大学院 経済学研究院 准教授）  

「家計の金融資産選択と金融リテラシー」  

（10分休憩） 

15：35 ～ 17：20 講演        小森 卓郎（金融庁 総務企画局市場課長）  

「顧客本位の業務運営について」  

祝迫 得夫（一橋大学 経済研究所 教授）  

「超高齢化時代を迎えた日本の家計の貯蓄と資産選択」  

岩崎 俊博（投資信託協会 会長）  

「わが国の資産運用ビジネスの課題と将来」  

17：20 閉会挨拶        宮内 暁（ブルームバーグ・エル・ピー） 

17：30  閉会 

高度金融専門人材養成プログラムについて 

 首都大学東京大学院社会科学研究科経営学専攻は、グローバルに活躍できる高度金融専門人材を養成

するため、2016年4月、修士（ファイナンス）（Master of Finance）プログラムを開設しました。 

 金融機関等での勤務経験がある実務家を対象に、世界的な金融センターで活躍できる高度金融専門人

材の養成を目指します。また、実務経験がある方だけではなく、将来、金融の現場で活躍することを目

指す学部卒業生も募集します。 

 入学試験等詳しい情報は大学ウェブサイト（http://www.biz.tmu.ac.jp/bs/）をご覧ください。 




